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（１）感染拡大防止対策の徹底 

ワクチン接種の実施 感染症予防課 2,247,710 千円
接種体制を構築し、希望する市民を対象にワクチン接種を実施します。

ＰＣＲ検査等の実施 感染症予防課ほか 335,927 千円
発熱等の症状がある市民等に対してＰＣＲ検査等を引き続き実施します。また、妊婦の不安を
解消するため、分娩前の検査を希望する妊婦に対して補助を行います。

自宅療養者等への医療・配食サービスの 
実施 感染症予防課 127,320 千円 

新型コロナウイルス感染症患者のうち自宅療養者等に対して、電話による健康管理や食事の配
達を実施するほか、電話診療や往診などの医療提供を行う事業を補助します。

医療従事者応援金 地域包括ケア企画課 4,761 千円
新型コロナウイルスに感染した市民の入院を受け入れる医療機関に対して応援金を交付し、医
療従事者の処遇改善を推進します（愛知県への負担金）。

こども園・学校等における感染症対策の 
徹底 保育課、保健給食課 143,343 千円 

公立こども園、小・中・特別支援学校等における衛生用品の購入、消毒等及び私立こども園等
の感染症対策経費に対する補助を引き続き実施します。また、公立こども園手洗い場の温水化
改修も引き続き実施します。 ※３月補正分 19,900 千円含む

高齢者施設・障がい者施設等職員に対する
集中的検査体制の確保

介護保険課、 
障がい福祉課 88,000 千円 

感染拡大の傾向が見られた場合に、クラスターの発生の予防等を図るため、愛知県等と連携し、
スクリーニング検査を実施します。

感染症対策を踏まえた避難所運営体制 
確保 防災対策課 19,039 千円 

新型コロナウイルス感染症に関するこれまでの知見等を踏まえ、感染症対策に配慮した避難所
運営の体制を確保するとともに、必要な物資等の充実を図ります。

新型コロナウイルス感染症対策
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（２）市民生活・事業者への支援、社会経済活動の活性化 

官民連携介護予防 
「ずっと元気 プロジェクト」 未来都市推進課 105,959 千円 

高齢化の進展やコロナ禍における高齢者の外出抑制に伴う介護リスク上昇に対応するため、民
間の知見を活用した成果報酬型の介護予防事業を実施します。

マイナポイント支援コールセンター・ 
操作支援窓口の運営 行政改革推進課 51,170 千円 

マイナポイント第２弾の申請において、市民が円滑に必要な手続を実施できるようにするため、
マイナポイント支援コールセンター及び操作支援窓口を引き続き運営します。

新規 飲食事業者への支援・消費喚起事業 商業観光課 156,040 千円
新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けている市内飲食店を支援するため、キャッシュレ
スポイント還元事業を実施します。

拡充 宿泊事業者等への支援・消費喚起事業 商業観光課 1,040,000 千円
新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けている市内宿泊関連事業者を支援するため、引き
続き宿泊需要喚起策を実施します。

中小企業等のテレワーク導入の支援 産業労働課 15,000 千円
テレワーク導入支援補助金を継続し、中小企業等の生産性の向上と働き方改革の推進を支援し
ます。

介護サービス事業所等への支援 介護保険課 5,000 千円
新型コロナウイルス感染者等が発生した事業所等を対象に必要なサービスを継続して提供でき
るようかかり増し経費（消毒費用等）を補助します。

拡充 新しい生活様式に対応した店舗支援 商業観光課 12,400 千円
商業者等が実施するＩＴを活用した新サービスの導入や情報発信等に関する経費に対して補助
します。また、新たな分野の展開、業態・業種転換、事業再編等に係る経費への補助制度を新
設します。
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（１）生涯活躍の推進 

官民連携介護予防 
「ずっと元気 プロジェクト」（再掲） 未来都市推進課 105,959 千円 

高齢化の進展やコロナ禍における高齢者の外出抑制に伴う介護リスク上昇に対応するため、民
間の知見を活用した成果報酬型の介護予防事業を実施します。 

地域主体の健康づくりの支援 地域保健課 3,740 千円
中学校区ごとの健康関連データをまとめた地域健康カルテをもとに、地域特性に応じた健康づ
くりを住民との共働により推進していきます。 

シニア層の活躍支援 市民活躍支援課 7,727 千円
シニア層が学びや体験、仲間づくり等を通して地域や社会に貢献する活動ができるよう、引き
続きシニアアカデミー事業の運営など、シニア層の活動支援を行います。 

高齢者への移動支援 高齢福祉課 42,022 千円
日常生活において、移動が困難な介護認定のある高齢者に対し、通院や買い物などの外出を支
援するため、タクシー料金の助成を行います。 

若園交流館・若園中学校技術科棟の改築 市民活躍支援課、 
学校づくり推進課 298,800 千円 

施設の老朽化や利用者のニーズの多様化への対応、地域ぐるみの学び合いを推進するため、若
園交流館を若園中学校技術科棟との合築により建て替えます。 

文化芸術活動者等への支援 文化振興課 10,280 千円
コロナ禍において活躍機会が減少している文化芸術活動者の発表機会や市民が文化芸術に触れ
る機会を創出するため、引き続き市民によるアートプロジェクト推進事業を展開します。 

ＳＤＧｓで掲げる１７の目標に
ついて、施策ごとに、関連する
主要な目標を掲載しています。

重点施策１ 超高齢社会への適応 
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地域スポーツの推進 生涯スポーツ推進課 20,139 千円
子どもから高齢者までの幅広い年齢層がスポーツに親しむ
機会を創出するため、地域スポーツクラブ等と連携してス
ポーツ教室等を開催します。 

（スタンツ教室の様子） 

松平体育館の供用開始 生涯スポーツ推進課 49,665 千円
身近にスポーツを実施できる環境整備とし
て、体育館と屋根付き運動広場を貸出施設
とする松平体育館を、４月から供用開始し
ます。

（２）安心して暮らせる地域包括支援体制の強化 

豊田地域医療センター再整備 地域包括ケア企画課 1,069,081 千円
高齢化に伴う疾病構造の変化や建物の老朽化に対応するため、健診及び在宅医療支援等の機能
向上を含めた施設の再整備を実施します。 

多機関連携による支援の推進 福祉総合相談課 247,542 千円
時代の変化に伴い、複合的な課題を抱える世帯が増加し、支援が困難化しているため、関係す
る機関等が連携して支援を実施します。 

（体育館） 

（屋根付き運動広場） 
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新規 ヤングケアラー支援体制の推進 福祉総合相談課 514 千円
ヤングケアラーの早期発見・把握・相談等の支援体制を構築します。 

拡充 介護人材確保の推進 介護保険課 14,692 千円
介護人材の確保のため、多様な担い手の創出、介護職員のスキルアップ、介護サービス事業所
の職場環境向上等の支援を実施します。また、介護人材の定着とサービスの質の向上を図るた
め、研修受講料に対する補助金を新設し、介護サービス事業所を支援します。 

特別養護老人ホーム等の整備 介護保険課 505,861 千円
介護施設を充実するため、特別養護老人ホームや認知症高齢者グループホーム等の整備に対し
て補助します。                      ※3月補正分6,341 千円含む

認知症の人への支援 高齢福祉課 2,937 千円
認知症サポーターを中心とした支援チームの結成や活動場所の確保など認知症の人の社会参加
の機会を創出します。 

成年後見支援センターの運営 福祉総合相談課 66,869 千円
認知症や知的・精神障がいなど、判断能力が不十分な人の権利を守るため、成年後見制度に関
する相談や制度を利用しやすい環境づくりを行う成年後見支援センターを運営します。 

新規 （仮称）地域生活意思決定支援事業 福祉総合相談課 2,716 千円
金銭管理や生活支援など権利擁護支援のニーズに対応するため、地域生活における意思決定を
支える体制づくりに向けたモデル事業を実施します。 
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（１）産業拠点としての機能強化 

高速道路インターチェンジ周辺の 
産業用地の創出と基盤整備

土地利用調整課、 
産業労働課、土木課 166,376 千円 

高速道路インターチェンジ周辺における産業用地の創出に向け、用地の取得及び関連市道の改
良工事を実施します。 

企業誘致の推進 産業労働課 1,089,370 千円
ものづくり産業の活力を維持、発展させていくため、企業立地に係る初期投資や新規雇用等に
対して奨励金を交付します。 

新規 中小企業等のカーボンニュートラルの促進
産業労働課、次世代産業課、 
環境政策課 506,000 千円 

中小企業等のカーボンニュートラルへの取組を促進する
ため、新たに再生可能エネルギー創出等の設備導入経費
への支援を実施します。また、ＣО２排出量の見える化や
削減の取組を支援するため、引き続き中小企業経営者向
けの講座を開催するほか、新たにＣО２削減等の相談に応
じる相談窓口を設置し、中小企業等の脱炭素経営を支援
します。 

（脱炭素スクールの様子）

中小企業等のテレワーク導入の支援 産業労働課 15,000 千円
テレワーク導入支援補助金を継続し、中小企業等の生産性の向上と働き方改革の推進を支援し
ます。 

ＳＤＧｓで掲げる１７の目標に 
ついて、施策ごとに、関連する 
主要な目標を掲載しています。 

重点施策２ 「ひと」と「しごと」が集まる 
ミライへの投資
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拡充 中小企業のデジタル化に対する支援 産業労働課、 
次世代産業課 303,000 千円 

中小企業のデジタル化を推進するため、製造業、建設業、運輸業の事業者がデジタル化機器等
を導入し、生産性の向上を図り、競争力を高める取組を支援します。令和４年度は、新たに構
築する「ＤＸ推進プラットフォーム」に参画する企業等への支援を拡充します。

中小企業の新たな事業展開の促進 次世代産業課 23,900 千円
中小企業の新たな事業展開を促進するため、ベンチャー企業とのマッチング、事業化・ビジネ
ス化への事業連携を促すピッチイベント等を引き続き実施します。

新規 次世代航空モビリティの産業化の促進 次世代産業課 3,500 千円
次世代航空モビリティの産業化を促進するため、市民への普及啓発や、市内企業等の新規参入
を促すための支援を実施します。

ものづくり企業による新製品開発や 
スタートアップの支援 次世代産業課 25,000 千円 

中小企業による新製品・新技術等の開発や新興企業（スタートアップ）による新たな価値の創
造・新たなビジネスモデル構築に必要な経費を補助します。

（２）住み続けたいまちづくり 

定住促進プロモーションの推進 定住促進課 13,454 千円
市内外の家族形成期を中心とした世代に豊田市の魅力や住みやすさを伝えるため、メディアへ
の展開や定住促進ＷＥＢサイトの強化など、プロモーション「ファースト暮らすとよた」を推
進します。

拡充 山村地域への移住・定住の促進 地域支援課 27,905 千円
空き家・空き地情報バンクの運用に加え、空き家の片付けへの補助及
び空き家を活用した起業支援等を引き続き実施します。令和４年度
は、空き家改修の補助制度を拡充し、山村地域への移住・定住を促進
します。 
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山村地域の宅地分譲事業の実施 地域支援課、小原支所 18,116 千円
山村地域への移住・定住を進めるため、宅地供給に向けた可能性調査等を実施します。また、
小原地区の旧郷土資料館跡地を活用し、宅地分譲整備工事を実施します。 

幅広い就労支援の実施 産業労働課 62,883 千円
就労やキャリアアップの機会を拡充するため、若年者、中高齢者、女性、外国人等それぞれの
ニーズに応じたセミナーの開催等による支援を引き続き実施します。 

働き方改革の推進 産業労働課 6,708 千円
セミナーや研修の開催、アドバイザー派遣のほか、優良事業所に対する表彰などを実施し、事
業所の働き方改革を支援します。 

拡充 子育て施設でのＩＣＴ活用 保育課、次世代育成課 62,708 千円
利用者や支援員の負担削減のため、放課後児童クラブに入退室管理システムの試行導入を行い
ます。また、公立こども園では、令和３年度に導入した保育業務支援システムを引き続き活用
し、令和４年度は、給食費等のキャッシュレス決済を導入します。 

拡充 ＩＣＴを活用した学習環境の整備 学校教育課 763,060 千円
児童生徒一人ひとりに応じた学習と協働学習の充実を目指
し、令和２年度に導入したタブレット端末の活用を促進し
ます。令和４年度は、児童生徒の更なる学力向上のため、
デジタルドリル教材を導入します。 

※３月補正分182,800 千円含む 

きめ細かな教育の充実 学校教育課、人事課 526,824 千円
市独自の少人数学級の運営等のため、引き続き非常勤講師や非常勤養護教諭を配置します。 
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奨学生交付金の交付 教育政策課 14,622 千円
教育の機会均等を図るため、成績優秀かつ経済的な理由で修学困難な高校・大学等在学者へ必
要な資金を支給する奨学生交付金を引き続き交付します。 

拡充 ラリーを生かしたまちづくりの推進 スポーツ戦略課、 
稲武支所 333,600 千円 

山村地域の振興や交通安全の推進、自動車産業の振興を
図るため、ラリーを生かしたまちづくりを推進します。
令和４年度は、世界ラリー選手権、地方ラリー選手権、
トヨタガズーレーシングラリーチャレンジが開催され
る予定であり、開催支援と地域振興につながるイベント
を実施します。また、本市が運営主体となる令和５年か
ら７年の３年間の世界ラリー選手権について、招致及び
開催準備を進めます。

（令和 3年１１月のトヨタガズーレーシングラリーチャレンジ）

新規 ラグビーイベントの開催 生涯スポーツ推進課 5,000 千円
トップアスリートやトップスポーツチームと連携し、子ども向けのラグビーイベントを開催し
ます。 

（仮称）豊田市博物館の整備 文化財課、文化振興課 3,429,380 千円
文化ゾーン内の博物館整備に向けて、引き続き建設工事を行
います。また、令和４年度は進入路関連工事に着手します。

（（仮称）豊田市博物館 イメージ）

土地区画整理事業の推進 区画整理支援課、 
市街地整備課 1,381,503 千円 

住民ニーズの高い良好な住環境創出のため、現在事業中の６地区（土橋・寺部・花園・浄水・
平戸橋・四郷駅周辺）の事業を推進します。 
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（１）多様な「つながり」による豊かな暮らしの創出 

拡充 ＳＤＧｓの達成に向けた取組の推進 未来都市推進課 12,000 千円
持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に向け、とよたＳＤＧｓパートナーの認証制度の構築
や「ＳＤＧｓ理解促進ツール」の製作を行います。 

地域貢献型ワークスペースの 
仕組みづくり 稲武支所 1,595 千円 

地域貢献型ワークスペースを通して働く場の創出や地域の活性化、地域課題の解決が図られる
よう、引き続き稲武地区で実証事業を行います。 

交流・いなか暮らしのコーディネート 企画課 38,905 千円
山村条例の制定を契機に、都市と山村の活発な交流及び移住を促進し、双方の多様なニーズを
コーディネートします。また、山村の価値・魅力をＰＲします。 

足助地域核エリアの再生 足助支所 15,000 千円
持続可能な山村地域への転換に向けて、地域の魅力や空き家等を活用した事業創出を図るほか、
地域の担い手の確保や民間主体のまちづくりを推進します。 

家庭・学校・地域の共働の推進 学校教育課 51,957 千円
子どもたちの豊かな成長を支え、小中学校の連携や地域ぐるみの教育を推進するため、地域学
校共働本部やコミュニティ・スクールの活動を支援します。 

ＳＤＧｓで掲げる１７の目標に
ついて、施策ごとに、関連する
主要な目標を掲載しています。

重点施策３ まちの課題解決力の強化 
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（２）持続可能な地域経営 

新規 スマート窓口の構築 市民課 62,699 千円
市民の利便性と事務処理効率の向上を図るため、転出入や転居の届出窓口においてデジタル技
術を活用した（仮称）窓口支援システムを構築します（令和５年６月稼働予定）。 

拡充 キャッシュレス決済の導入 情報戦略課、市民課、
支所ほか 31,084 千円 

支払方法を多様化し、市民の利便性向上を図るため、主要窓口及び公共施設などにキャッシュ
レス決済を導入します。また、あいち電子申請・届出システムへ、キャッシュレス決済を導入
します。 

新規 デジタルツールを用いた 市民サービス向上の推進 情報戦略課 3,100 千円 

市民サービス向上の観点から、市から市民に対するプッシュ型の情報発信を行うシステムやオ
ンラインでの窓口発券システムの導入に向けた検討を行います。 

新規 電子契約システム導入の検討 契約課 550 千円
契約事務効率化のため、クラウド上で契約締結できるシステムの実証実験を行います。

新規 衛星画像を用いたＡＩによる農地判定の 実施
農業振興課、 
農地整備課 6,648 千円 

多面的機能支払交付金及び中山間地域等直接支払交付金における農地判定業務について、業務
効率化を図るため衛星画像データを用いたAＩ判定を導入します。 

新規 市業務システム等の整備 情報システム課 285,318 千円
行政事務の効率化のため、国の定める標準準拠システムへの移行計画の作成、新たな庁内ネッ
トワーク環境の構築及びマイナポータルと市業務システムが連携するための基盤の整備を実施
します。 
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子ども・子育て 

新規 出生お祝い事業 市民課 5,099 千円
子どもが生まれたことを祝福するため、豊田市に出生届を提出及び出生により住民登録した市
民に記念品を贈呈します。 

妊産婦や乳幼児の健康増進 子ども家庭課 488,546 千円
妊産婦や乳幼児の健康の保持、増進を図るため、健康診査
への助成や集団健康診査を実施します。 

（乳幼児健診の様子） 

産前産後の子育て家庭の支援 子ども家庭課 7,272 千円
産前産後の子育て家庭に家事支援ヘルパーを派遣するほか多胎児妊産婦に対し教室の開催や多
胎児親の会の活動を支援します。また、引き続き産後ケア事業を実施します。 

子育ての相談体制・支援サービスの充実 子ども家庭課 6,617 千円
子育て期の不安や悩みの軽減を図るため、１ ３か月児を養育している家庭に母子保健推進員
が訪問・電話を行い、母子観察、相談助言及び情報提供を行います。また、コロナ禍において、
安心して出産・育児できるよう、おおむね7 8 か月の妊婦に電話し、相談助言及び支援制度
の紹介等を行います。 

「とよた急病・子育てコール２４」の運営 子ども家庭課、 地域包括ケア企画課 39,845 千円 

２４時間３６５日いつでも、看護師、医師、臨床心理士等の専門職が症状に応じた医療機関案
内や応急処置等の救急医療相談に対応するほか、育児に対する不安についての相談に対応する
コールセンターを運営します。 

ＳＤＧｓで掲げる１７の目標に 
ついて、施策ごとに、関連する 
主要な目標を掲載しています。 

基本施策１ 安心して子育てができる 
まちの実現 
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児童虐待防止対策の推進 子ども家庭課 4,970 千円
児童虐待の早期発見と適切な対応のため、子どもや保護者、関係機関等に正しい知識の啓発や
教育を行います。 

良好な保育環境の整備 保育課 189,706 千円
公立こども園のトイレ洋式化の推進及び手洗い場の温水化改修を引き続き実施します。 

私立こども園、 
私立認定こども園の運営費補助 保育課 1,616,517 千円 

私立こども園９園、私立認定こども園２２園の運営費を補助します。 

放課後児童の健全育成 次世代育成課 1,469,652 千円
児童の健全育成のため、放課後児童クラブの運営を継続して実施します。令和４年度は、参加
者増加による活動室不足に伴い、青木、井上、梅坪小学校の放課後児童施設の更新を行います。

※３月補正分94,600千円含む 

拡充 若者の社会参加促進事業 次世代育成課 7,482 千円
青少年の健全育成のため、若者の社会参加を促す体験活動、講座等を実施します。令和４年度
は、若者が提案する事業の実現を支援します。 

子ども医療費の助成 福祉医療課 1,967,227 千円
子育て家庭の医療に係る経済的負担の軽減を図るため、中学生までの医療費※及び高校生・大学
生等の入院費の無償化を引き続き実施します。
※医療費 保険診療分の自己負担額

子ども食堂運営への支援 福祉総合相談課 6,746 千円
子ども食堂を運営する地域団体等に対して安全に運営するため補助金を交付します。また、子
ども食堂の立ち上げや運営相談に対し、社会福祉協議会と一体的に活動を支援します。 
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（１）学び・育ち 

拡充 複雑化・困難化する教育課題への対応 学校教育課、人事課 367,301 千円
いじめや不登校の未然防止・解決に向け、スクールカウンセラーや心の相談員の配置を引き続
き実施します。令和４年度は、不登校児童生徒の支援を行う「パルクはあとラウンジ『なんぶ』」
及び「パルクはあとラウンジ『しもやま』」を開設します。 

外国人児童生徒等への教育推進 学校教育課、人事課 188,343 千円
外国人児童生徒等の日本の学校への適応を支援するため、ことばの教室の開催や学校日本語指
導員の配置・巡回を実施します。 

拡充 医療的ケア児への支援 学校教育課 39,576 千円
保護者負担の軽減のため、医療的ケアの必要な児童生徒が在籍する学校への看護師の配置を拡
充します。

学校施設環境の整備 学校づくり推進課 2,700,150 千円
学校施設環境の整備のため、保全改修、トイレの洋式化を引き続き推進します。 

※３月補正分 2,573,900 千円含む

小学校の校舎整備 学校づくり推進課 113,465 千円
児童数の増加に対応するため、中山小学校の増築に向けた詳細設計を行います。 

小学校における遊具の再整備 学校づくり推進課 260,000 千円
児童の安全安心の確保、運動能力の向上を図るため、小学校の遊具の再整備を行います。 

※３月補正予算対応 

拡充 図書資料の充実 図書館管理課 90,000 千円
利用者の利便性向上のため、引き続き図書館に紙書籍の充実を図ります。また、令和４年度は、
来館しなくても図書資料の利用が可能な電子書籍の貸出を開始します。 

ＳＤＧｓで掲げる１７の目標に
ついて、施策ごとに、関連する
主要な目標を掲載しています。

基本施策２ 生涯を通じて学び・育ち、 
誰もが活躍できるまちの実現
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（２）スポーツ 

拡充 地域部活動事業の試行実施 学校教育課、 
生涯スポーツ推進課 35,592 千円 

休日の部活動を学校から地域の活動へ段階的に移行します。令和４年度は、地域学校共働本部
による試行的実施に加え、一部の地域スポーツクラブによる参画にも取り組みます。 

スポーツボランティア活動の推進 スポーツ戦略課 2,000 千円
スポーツイベントなどで活動するボランティアの事務局組織を民間団体と協力して運営しま
す。 

スポーツ・文化を生かしたまちづくりの 
推進

スポーツ戦略課、 
文化振興課 16,330 千円 

スポーツや文化のイベント等を「地域経済の活性化」や「市民参加」などのまちづくりにつな
げるため、おもてなし事業などイベントの開催効果を高める取組を行います。 

豊田スタジアムの長寿命化改修 建築計画調整課 1,682,500 千円
豊田スタジアムの長期的な維持保全のため、開閉式屋根の機能の見直しや外壁及び鉄骨部の塗
装改修、プール設備の更新等の長寿命化改修を実施します。 

※３月補正分649,500 千円含む

（３）歴史・文化 

旧鈴木家住宅の保存整備 文化財課 232,577 千円
重要文化財である旧鈴木家住宅について、令和５年度の部分公開及び令和１０年度の全面公開
に向けて引き続き整備工事を実施します。 

-15-



第６０回豊田市民美術展の開催 文化振興課 8,235 千円
昭和３８年から実施している市民美術展の第６０回を記念し、令和
４年度は例年開催している公募展に加え、過去の市長賞等受賞者の
作品を展示する記念展等を開催します。 

（第５９回豊田市民美術展の様子）

展覧会の開催 美術館、文化財課 117,679 千円
以下の展覧会を開催します。 
【美術館】 
・（仮）機能と装飾展（令和４年６月７日 ９月４日）
・（仮）ゲルハルト・リヒター展 
（令和４年１０月１５日 令和５年１月２９日）

・（仮）未生の美－技能五輪の技展 
（令和４年１０月１５日 １１月２７日）  など 

【民芸館】 
・（仮）藍染の絞り 片野元彦・かほりの仕事（日本民藝
館巡回展） 
（令和４年９月１３日 １２月４日）（予定） 

・（仮）全国郷土人形展 
（令和４年１２月１７日 令和５年５月７日）（予定） 

新修豊田市史の編さん 文化財課 76,415 千円
平成２２年度に発行した「豊田市のあゆみ」から継続して進めている市史編さん事業について、
令和５年度の発行に向け、最終巻である「総集編」の編集を行います。 

市民文化会館の一部改修 文化振興課 80,000 千円
市民の文化活動を支える施設整備として、市民文化会館２階の一部を改修し、新たに展示や発
表等を行うことができるスペースを新設します。 

（（仮）ゲルハルト・リヒター展）

（（仮）藍染の絞り  
片野元彦・かほりの仕事）
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（１）健康 

地域ウオーキングの推進 （保）総務課 2,042 千円
市民が身近に実践できる健康づくりを推進するため、ウオーキングの啓発や地区イベントの支
援を行います。 

予防接種の実施 感染症予防課 1,747,601 千円
感染症の発生及びまん延を防ぐため、おたふくかぜ、Ｂ型肝炎、ロタ、高齢者用肺炎球菌、風
しん、麻しん、子宮頸がん等のワクチン接種を実施します。 

（２）医療 

救急医療体制の維持 地域包括ケア企画課 160,433 千円
市民が安心して、いつでも症状に応じた適切な医療を受けられるように、２４時間３６５日の
救急医療体制を維持します。 

新規 がん患者を対象としたウィッグ等の 
購入補助 （保）総務課 7,951 千円 

がんへの罹患やその治療に伴う外見の変化に対する不安を和らげ、がんになっても安心して自
分らしく生きることができるように支援するため、補整具（全頭用ウィッグ等）の購入費用に
対する補助制度を新設します。

（３）福祉 

「食」の自立支援 高齢福祉課 193,214 千円
調理や買い物等が困難な６５歳以上の高齢者及び障がい者のみの世帯等へ配食サービスを行う
とともに、安否確認を行います。 

ＳＤＧｓで掲げる１７の目標に 
ついて、施策ごとに、関連する 
主要な目標を掲載しています。 

基本施策３ 誰もが健やかに安心して 
暮らせるまちの実現
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拡充 地域包括支援センターの運営 高齢福祉課 1,037,826 千円
地域で暮らす高齢者を、介護、福祉、保健、医療等の様々な面から総合的に支援します。また、
市民サービス向上のため、地域包括支援センターシステムの更新を行います。 

養護老人ホーム若草苑の建替え補助 高齢福祉課 420,000 千円
老朽化に対応するため、社会福祉法人が行う養護老人ホーム若草苑の建替えにかかる費用を補
助します。 

障がい者施設の整備支援 障がい福祉課 168,270 千円
障がい者グループホームの新設や障がい者支援施設のバリアフリー化等のための建替え費用の
補助をすることで、障がい者施設の整備を支援します。 

強度行動障がい者への支援 障がい福祉課 1,221 千円
強度行動障がいのある方を受け入れる障がい福祉サービス等事業所への支援を充実するため、
引き続き、支援者養成に向けた基礎研修等を開催するとともに、新たに実践研修を開催します。 

障がい理解と意思疎通の推進 障がい福祉課 12,405 千円
障がい理解の促進と意思疎通の円滑化を図るため、心のバリアフリー推進講座等による啓発や
手話通訳等の派遣・養成、点字・音訳等の多様な意思疎通手段を学ぶ体験講座等を実施します。 

拡充 支援が必要な子どもへの学習支援 福祉総合相談課 20,474 千円
様々な理由により学習環境が整っていない子どもに対し、ボランティアによる集合型・訪問型
学習支援、生活習慣の形成や改善など、家庭全体への生活支援を実施します。支援のニーズに
合わせ、実施地域の拡充を図ります。 

新規 再犯防止推進計画の推進 地域包括ケア企画課 1,521 千円
刑事司法関係機関と連携し、犯罪をした人等の円滑な社会復帰を支援するため、弁護士による
サポート事業を新たに実施します。 
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（１）防災・減災 

拡充 防災意識の啓発（４７災害から５０年） 防災対策課、藤岡支所、
小原支所、河川課 16,524 千円 

市内で多くの被害が発生した昭和４７年７月の集中豪雨
から５０年の節目を迎えるにあたり、防災フェスタなどに
おいて４７災害を踏まえた啓発や４７災害を振り返るこ
とにより、被災の教訓を次世代へ継承するなど、防災意識
のより一層の強化を図ります。     

 （防災フェスタの様子） 

マイ・タイムラインの作成支援 防災対策課 4,430 千円
個人や家族の防災行動計画である「マイ・タイムライン」の作成ワークショップ等を開催し、
防災意識の向上と避難行動につながる取組を推進します。 

自主防災活動の支援 防災対策課 3,583 千円
地域防災力の向上を図るため、自主防災会の機能の充実と災害時に迅速に対応できる体制づく
りを支援します。 

災害時情報通信設備の整備 防災対策課 37,375 千円
災害時の情報伝達を強化するため、市が一定額を負担する２８０ＭＨｚ帯対応の防災ラジオの
販売等を継続して実施します。 

道路・河川の防災対策 道路維持課、地域建設課、
河川課 953,376 千円 

大雨等の災害に備え、公共インフラの対策工事等を実施します。 
・道路のり面の危険箇所の点検及び対策工事 
・矢作川改修事業への支援         ・長田川の改修を始めとした河川の対策工事 

ＳＤＧｓで掲げる１７の目標に 
ついて、施策ごとに、関連する 
主要な目標を掲載しています。 

基本施策４ 市民の生命・財産が守られ、 
安全・安心に暮らせるまちの実現
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農業用施設の防災対策 農地整備課 201,368 千円
大規模地震や頻発する大雨から市民・財産等を守るため、農業用ため池・水路や排水機場の整
備・改修等を実施します。 

（２）消防 

拡充 消防用ドローンの活用 警防救急課 5,242 千円
消防活動を安全かつ効率的に行うため、衝突防止センサーやズームカメラなどの新たな機能を
備えた消防用ドローンを整備します。 

拡充 消防団員の処遇改善 （消）総務課 181,238 千円
消防団活動を支援するため報酬額等の見直しによる処遇改善や、準中型自動車免許の取得経費
補助などを実施します。 

（３）防犯 

自主防犯活動への支援 交通安全防犯課 3,003 千円
研修会の開催、活動物品や啓発品の提供など、自主防犯活動団体の活動を支援します。 

防犯カメラの設置促進 交通安全防犯課 15,000 千円
地域ぐるみの防犯体制を強化するため、自治区や自主防犯活動団体に対し、防犯カメラ設置費
等への補助を行います。 

拡充 特殊詐欺被害防止対策の推進 交通安全防犯課 71,152 千円
従来の地域安全巡回業務に特殊詐欺被害防止を目的とした巡回を追加し、特殊詐欺の被害防止
対策を推進します。 
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（４）交通安全 

歩行者保護の推進 交通安全防犯課 2,550 千円
「歩行者保護モデルカー活動」及び横断歩道の直前で一時停止したドライバーに対して、歩行
者が感謝の気持ちを伝える「とまってくれてありがとう運動」を引き続き実施します。 

後付け安全運転支援装置への補助 交通安全防犯課 7,200 千円
高齢ドライバーの増加を踏まえた交通安全対策の充実を図るため、後付け安全運転支援装置の
設置費への補助を継続します。 

事故防止対策の推進 交通安全防犯課 141,958 千円
事故防止対策を推進するため、地域要望や事故データ等に基づ
き、歩行空間の整備を図るほか、区画線や防護柵、押しボタン式
横断者明示標識（製品名 ぴかっとわたるくん）などの交通安全
施設の整備を推進します。 

（ぴかっとわたるくん）

ゾーン３０の整備 交通安全防犯課 3,600 千円
生活道路における歩行者・自転車の安全を確保するため、ゾーン３０区域内のカラー舗装や区
画線の整備を推進します。 
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拡充 事故多発地点対策の推進 建設企画課、土木課 16,100 千円
「とよた事故削減スマートプラン」に基づき、国土交通省、愛知県、警察等と連携し、効果的・
効率的な事故多発地点対策を推進します。 

安全で快適な自転車通行空間の整備 建設企画課、土木課 35,000 千円
自転車の交通事故削減や歩行者の安全性向上を図るため、自転車通行空間の整備等を実施しま
す。                                                  ※３月補正分31,000 千円含む

自転車の安全利用の推進 交通安全防犯課 7,112 千円
自転車の安全利用を促進するため、子ども、大人、親子を対象とした講習を実施するとともに、
全年齢を対象とした自転車乗車用ヘルメットの購入に関する補助制度を継続します。 

交通安全・防犯に関する高齢者世帯訪問 交通安全防犯課 11,200 千円
高齢者世帯（７５歳以上）を訪問し、歩行時や運転時における交通ルール等の啓発及び防犯に
関する情報提供を行うことにより、交通安全の意識向上、交通事故防止及び犯罪被害防止を図
ります。 

拡充 通学路における交通安全対策の促進 学校教育課、土木課、 
交通安全防犯課 131,295 千円 

通学路における交通安全の更なる確保に向け、歩道設置や注意喚起の看板設置、路面表示等を
実施します。                                          ※３月補正分83,800 千円含む 
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（１）農業・林業 

６次産業化・農商工連携の促進 農政企画課 2,950 千円
地域産業の育成、農業者の所得向上のため、６次産業化や農商工連携により販路拡大等を図る
農業者等への支援に取り組みます。 

地産地食・農産物ブランド化の推進 農政企画課 8,679 千円
地場農産物販売店のＰＲやスタンプラリーの実施、ジビエを活用し
たイベントやブランド農産物の品評会等を通して、地産地食や市内
農産物のブランド化へ向けた取組を推進します。 

（地産地食イベントの様子） 

有害鳥獣対策の推進 農業振興課 79,299 千円
有害鳥獣駆除の通年実施など引き続き鳥獣害対策に取り組み、農作物への被害軽減を図ります。

農地の保全活動等への補助 農地整備課 185,687 千円
農業・農村の持つ多面的機能を維持するための地域活動を支援します。 

拡充 間伐事業の促進 森林課 171,565 千円
水源かん養や土砂流出の抑止など、森林がもたらす公益的機能を最大限に発揮するため、スギ・
ヒノキの人工林の間伐を促進します。また、令和４年度から高性能林業機械導入費補助金の対
象事業者を拡大し、公益的機能の向上のための間伐を促進します。 

地域材の普及促進 森林課 12,951 千円
充実した森林資源の有効利用を図るため、木材事業者等と連携し、地域材の認知度向上と利活
用等を進めます。また、多くの市民の利用が期待できるテナント店舗等の木質化にかかる費用
を支援することで、地域材に触れる機会を創出し、民間での地域材利用を促進します。 

ＳＤＧｓで掲げる１７の目標に 
ついて、施策ごとに、関連する 
主要な目標を掲載しています。 

基本施策５ 多様な資源が生かされ、未来に 
挑戦する活力のあるまちの実現
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拡充 ＵＡＶ搭載型レーザによる測量 及び森林資源解析調査の実施 森林課 5,170 千円 

間伐面積を拡大するため、UAV（小型無人ヘリ）に搭載したレーザを活用した測量と森林資源
調査を実施することで、森づくり団地化の効率化を図ります。

新規林業就業者確保の支援 森林課 22,566 千円
人工林の間伐や安定的な木材生産に資する持続性のある現場体制を構築するため、新規林業就
業者等に対する補助制度を継続し、森づくりの担い手の確保と育成を図ります。

（２）ものづくり産業・商業 

中小企業の経営課題に対する支援 産業労働課 26,000 千円
中小企業が抱える経営課題に対し、人材育成、人材確保、販路拡大、ＢＣＰ策定、事業承継・
Ｍ＆Ａ、外部人材活用の６つのメニューで包括的な支援を実施します。 

外部人材の活用による中小企業の 
経営力強化に対する支援 産業労働課 11,000 千円 

外部人材の活用による中小企業の経営力強化を促進するため、多様な外部人材と中小企業のマ
ッチングや事業への伴走支援等を実施します。 

拡充 建設業分野の業界活性化や人材育成 
に対する支援 産業労働課 13,559 千円 

豊田商工会議所建設業部会と市との共働による経営研究会を通した業界活性化に加え、建築大
工等の職人の人材育成を支援するため、豊田高等職業訓練校の授業料等の負担を軽減します。
また、令和４年度は認定職業訓練等に必要な備品購入費に対する支援を実施します。

ものづくり創造拠点の運営・次世代産業の
育成支援 次世代産業課 76,171 千円 

試作開発・交流・相談ができる「ものづくり創造拠点ＳＥＮＴＡＮ」の運営や実証フィールド
の提供を通じて、既存企業の新事業展開やスタートアップの事業化を支援します。 
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商店街等の魅力創出支援 商業観光課 25,671 千円
地域商業の活性化のため、商店街等の人材育成や新事業展開に挑戦する費用への支援を実施し
ます。 

新規 山村地域における買い物環境の維持・向上 商業観光課 6,000 千円
山村地域における買い物環境の維持・向上のため、商品配達サービスや買い物代行サービス、
移動販売等に係る経費への補助制度を新設します。 

（３）観光・交流 

拡充 来訪者の受入環境の向上 商業観光課 16,842 千円
来訪者の受入環境の向上を図るため、観光情報発信拠点「とよたびステーション」の充実に向
けた取組や、観光事業者等に対するアドバイザーの派遣等を行います。また、新たに「とよた
フィルムコミッション推進協議会」を設置し、映画等のロケーション誘致に取り組みます。 

観光プロモーション等の推進 商業観光課 113,000 千円
国内外からの誘客促進を図るため、（一社）ツーリズムとよたが行う戦略的なプロモーション、
多様な地域資源を活用した観光商品の開発等の経費を補助します。 

中心市街地商業施設の公共空間等整備 
に対する支援 商業観光課 44,000 千円 

中心市街地での集客核となる商業施設において、トイレや休憩スペース等の公共的な空間を整
備する費用に対して補助します。 

都心の公共的空間活用 商業観光課 19,363 千円
中心市街地の広場等の公共的空間を活用する取組を推進し、にぎわいの創出を図ります。また、
民間主導の事業展開を推進するため、都市再生推進法人の活動を支援します。 
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豊田国際紙フォーラムポストイベントの
実施 小原支所 6,077 千円 

令和３年度に開催した国際紙フォーラムでの小原和紙の情報発信を継続・発展させるため、ポ
ストイベントとして展覧会、ワークショップを開催します。 

香嵐渓の再整備 足助支所 8,000 千円
美しい香嵐渓を未来に受け継ぐため、樹木の植替え計画を検討するとともに、景観の質を高め
る維持管理を推進します。 

道の駅どんぐりの里いなぶの 
リニューアルオープン 稲武支所 63,784 千円 

令和２年度からどんぐり横丁の売り場面積の拡大や大屋根の新築等の再整備を行ってきたどん
ぐりの里いなぶについて、令和４年７月（予定）にリニューアルオープンをします。 

新規 旭高原元気村の再整備 旭支所 72,750 千円
世界ラリー選手権を契機とした旭高原元気村の魅力向上と活性化を図るため、バンガローエリ
アの再整備や支障木伐採による景観整備を実施します。 

新規 三河湖周辺の観光資源再整備の検討 下山支所 8,250 千円
世界ラリー選手権を契機として、三河湖周辺の魅力を高め、誘客向上を図るための施設整備等
に関する検討を行います。 

新規 矢作川水辺空間の利活用検討・整備 河川課 15,000 千円
矢作川河川敷の更なる利活用策の検討等を行います。 

新規 中核市サミット２０２２ ｉｎ 豊田の 
開催 行政改革推進課 8,280 千円 

脱炭素やデジタル化といった変革の中で、各市のチャレンジングかつ先進的な取組を共有しな
がら、中核市の「ミライのその先」について議論を深め、全国へ発信するため、本市を会場に
中核市サミットを開催します。 
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（１）脱炭素社会 

拡充 公共施設の脱炭素化に向けた調査 環境政策課 13,501 千円
カーボンニュートラルの実現に向け、公共施設への太陽光発電システムの導入可能性調査及び
導入手法の検討などを行います。 

拡充 公共施設の照明のＬＥＤ化の推進 環境政策課、 
建築計画調整課ほか 18,260 千円 

カーボンニュートラルの実現に向け、小・中学校体育館及び武道場、西部・猿投コミュニティ
センター、産業文化センターの照明をＬＥＤ化します。 

拡充 脱炭素先行モデルの推進 未来都市推進課 25,000 千円
カーボンニュートラルを早期に実現する脱炭素先行モデルの推進に向け、再生可能エネルギー
の地産地消などの実現に向けた手法について検討します。 

庁舎の省エネ改修 財産管理課 36,652 千円
西庁舎と環境センターについて、長寿命化改修にあわせて省エネ性能等の向上を図るため、 
改修設計を行います。 

スマートハウスやＺＥＨの普及促進 環境政策課 54,400 千円
太陽光発電システム、家庭用蓄電池、家庭用エネルギー管
理システム（ＨＥＭＳ）を一体導入したスマートハウスや、
住宅の年間エネルギー消費量の収支が概ねゼロとなる「ネ
ット・ゼロ・エネルギーハウス（ＺＥＨ）」等のＣО２削減
効果が高い設備に対して購入費用を補助します。 

（スマートハウス） 

ＳＤＧｓで掲げる１７の目標に
ついて、施策ごとに、関連する
主要な目標を掲載しています。

基本施策６ 人と自然が共生する 
環境にやさしいまちの実現
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次世代自動車の普及促進 環境政策課 38,150 千円
次世代自動車の普及促進を図るため、引き続きプラグインハイブリッド車や電気自動車などの
購入に対して補助します。 

次世代自動車の外部給電装置設置 
に対する補助 環境政策課 14,500 千円 

次世代自動車の普及促進に合わせて、災害時等の電源確保を図るため、ハイブリッド車などに
後付けで搭載できる外部給電装置や住宅向け外部給電装置の設置に対して補助します。 

（２）循環型社会 

産業廃棄物の適正処理の推進 廃棄物対策課 4,167 千円
航空写真の解析による産業廃棄物の不法投棄等の発見及びその是正指導を行います。また、未
然防止のため、不法投棄等監視カメラによる監視を行います。 

新規 渡刈クリーンセンターの大規模改修 清掃施設課 47,900 千円
渡刈クリーンセンターの主要設備の改修工事を行い、ごみを安全・安定的に処理するとともに、
省エネルギー設備の導入によるＣＯ２排出量の抑制を図ります。 

緑のリサイクルセンターの設備改修 清掃施設課 149,017 千円
緑のリサイクルセンターの設備を改修し、刈草、せん定枝、食品残さの堆肥化を促進します。 

（３）自然共生社会 

ラムサール条約湿地保全のための 
環境整備 環境政策課 25,100 千円 

ラムサール条約湿地である上高湿地について、貴重な湿地や希少種を保全するため、森林や管
理道の整備を行います。 
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水道水源のモニタリング調査 森林課 10,514 千円
水源地域の保全のため、水量や土砂流出等のモニタリング調査を実施します。 

（仮称）水辺ふれあいプラザの整備 河川課 95,043 千円
一級河川籠川の水際へのアクセス性を向上させる緩傾斜護岸の工事を実施します。 

ふるさとの川づくり 河川課 10,160 千円
地域住民との共働により行う生物のすみやすい川づくりや子どもたちの川遊び体験などを通じ
て、川への愛着心の醸成を図ります。 

河川水質、地下水、事業場排水等の調査 環境保全課 47,163 千円
環境の保全を図るため、河川、地下水、事業場排水等の調査・分析を実施します。 

（４）環境配慮行動 

環境学習の推進 環境政策課 51,569 千円
環境学習施設ｅｃｏーＴ（エコット）を拠点に、３Ｒを始めとする生活環境に関する学習プロ
グラムや講座を実施します。 

とよたＳＤＧｓポイントの発行 環境政策課 9,087 千円
とよたＳＤＧｓポイントを通して市民や事業者がＳＤＧｓにつながる行動を実践するきっかけ
とします。また、地元店舗で交換（利用）することで地域活性化につなげます。 

企業との連携による環境保全の取組 
の推進 環境保全課 1,740 千円 

環境保全協定を締結した環境先進企業と連携し、環境に配慮した取組やノウハウを情報発信す
ることで、市民や事業者の環境配慮行動を促進します。 
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（１）市街地整備 

魅力的な都心の形成に向けた取組 都市整備課 638,946 千円
利用者の安全・安心を早期に確保するため、豊田市駅西口・東口ペデストリアンデッキの耐震
補強の詳細設計を実施するほか、安全で円滑な交通処理を図るため、豊田市駅東口駅前広場の
詳細設計等を実施します。 

中央公園第二期整備事業の推進 公園緑地つくる課 634,369 千円
中央公園第二期整備に向け、先行整備区域の民間活力導入検討及び用地取得等を引き続き実施
します。

街区公園の整備 公園緑地つくる課 111,524 千円
地域住民の憩いの場を創出するため、四郷・寺部・花園土地区画整理事業地内の街区公園の整
備を行います。 

都心緑化の推進 公園緑地つかう課 17,840 千円
都心の潤いやにぎわい創出につなげるため、グリーンプロムナード事業を推進するほか、緑化
事業に係る費用の一部を補助することにより、民有地緑化の推進を図ります。 

矢作川水辺プロジェクトの推進 公園緑地つかう課 2,992 千円
矢作川の水辺空間において、多様な主体によ
るイベント等を展開し、都心と一体となった
にぎわいづくりを引き続き推進します。 

（あいあいマルシェ） 

(千石公園 Ｄａｙキャンプ)

ＳＤＧｓで掲げる１７の目標に 
ついて、施策ごとに、関連する 
主要な目標を掲載しています。 

基本施策７ 生活と産業を支える快適で質の 
高いまちの実現
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（２）交通 

企業活動を見据えた都市基盤・環境 
の整備

街路課、 
幹線道路推進課 2,212,446 千円 

効率的な企業活動を支え、交通の円滑化を図るため、市道を整備します。 
（都）高橋細谷線、（都）豊田刈谷線、豊田南・北バイパス関連市道 

名鉄三河線若林駅付近の高架化の推進 街路課 3,675,260 千円
名鉄三河線若林駅付近約２．２Ｋｍの鉄道を高架化
し、交通の円滑化や都市の活性化を図るため、仮線路
工事や本線高架に向けた調査等を実施します。 

（若林駅鉄道高架イメージ）

越戸駅前広場の整備 街路課 87,966 千円
越戸駅利用者の利便性向上のため、駅前広場の整備を行います。 

新規 愛知環状鉄道設備整備等に対する補助 交通政策課 68,896 千円
愛知環状鉄道の安全安定輸送・利便性向上のため、修繕や設備投資に対する補助制度を新設し、
愛知県及び沿線市と協調して支援を行います。 
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基幹バス・地域バス等の運行 交通政策課ほか 1,316,179 千円
基幹バスとして、土橋・豊田東環状線始め１２路線を運行
するとともに、名鉄バス５路線の運行に対して補助を行い
ます。また、地域バスを１１地域で運行するほか、松平地
区を新たに加えた４地域で、タクシーを活用した運行を実
施します。 

（３）上下水道 

管路・施設の老朽化対策の推進 水道維持課、 
下水道施設課ほか 3,000,881 千円 

ストックマネジメント計画に基づき、老朽化した管路や施設、機器等の更新を実施します。

管路・施設の災害対策の推進 上水運用センター、 
下水道建設課ほか 1,839,971 千円 

自然災害に備えるため、新水道耐震化プラン及び下水道総合地震対策計画に基づき、重要な管
路や施設の耐震化を進めます。             ※３月補正分195,000 千円含む 

雨水管理総合計画の見直し （上下水）企画課 40,000 千円
気候変動を踏まえた下水道による浸水対策を計画的に進めるため、雨水管理総合計画の見直し
を行います。
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拡充 地域自治システムの拡充 （支所の権限強化） 地域支援課、支所 451,028 千円 

地域固有の課題に対して、より機動的・効果的な解決を図るため、支所の権限を強化し、都市
内分権を推進します。（わくわく事業等の地域上限額の見直し、支所が地域と共働して事業を
実施する「地域課題解決事業」の新設、突発的な事案発生時に活用できる予備費確保等） 

市民活動の促進 市民活躍支援課 5,200 千円
市民活動を促進するため、社会人による公益活動（プロボノ）の促進や、活動をしたい市民に
対して参加体験等の場を提供する「つながる博」を引き続き実施します。 

拡充 性的少数者に対する理解の促進 市民活躍支援課 564 千円
令和３年度の「豊田市ファミリーシップ宣言」制度の開始に引き続き、多様な個性を受け入れ、
誰もが活躍できる社会づくりを目指して性的少数者に対する理解を深めるための講座等を開催
します。 

とよた日本語学習支援システムの運営 国際まちづくり推進課 10,196 千円
定住外国人が生活上必要な日本語能力の向上を支援するため、企業やボランティアとの連携を
図りながら、「とよた日本語学習支援システム」を活用した日本語教室を開催します。 

拡充 多文化共生のまちづくりの推進 国際まちづくり推進課 15,556 千円
外国人の幼児や児童生徒を対象とした日本語習得等を支援
する事業のほか、新たに多文化子育てサロン事業を実施し、
幼児を持つ保護者向けに日本語学習の必要性や日本での子
育てに必要な知識を学ぶ機会をつくります。 

  （外国人幼児向け日本語教育） 

ＳＤＧｓで掲げる１７の目標に
ついて、施策ごとに、関連する
主要な目標を掲載しています。

基本施策８ 市民力・地域力・企業力・行政力が 
発揮される自立した地域社会の実現
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